
ひまわり RGB 合成画像生成 Web アプリケーション公開 

気象庁のひまわり衛星（8 号および９号）プロジェクトでは、異なる波長のバンド 1～バンド 16 の 16 種類の
画像が公開されています。これらの画像を自由に RGB 合成することで、目的に応じたプロダクトを作成するこ
とができます。京都大学学術情報メディアセンターでは、ひまわりリアルタイムWebとTimeline 及び TIleViewer 
（jQuery）技術を活用し、情報通信研究機構、千葉大学との協力のもとで、ひまわり衛星データの RGB 合成画
像生成 Web アプリケーションを開発してきましたが、このたびα 版を公開しました。 

Web アプリ URL 
https://jh170034-1.kudpc.kyoto-u.ac.jp/himawariapp/natural-color/ 

詳細 
ひまわり衛星データの 16 バンドより、任意の 3 バンドを選択します。アプリケーション（図 1）の左側メニューの
Layer1、Layer2 および Layer3 に 3 つのバンドを割り当てます。さらに、Color メニューから 3 つの Layer に R（赤）、 
G（緑）および B（青）を割り当てます。その際に、Opacity メニューで透明度（0~255）を指定することができます。
これ（図２）は Layer1 にバンド 16 を、Layer2 にバンド 01 を、Layer3 にバンド 01 と設定した場合の RGB 画像で
す。Layer1、Layer2 および Layer3 の透明度はそれぞれ 256、130 および 256 です。 
α 版では画面全体に色付けをしていますが、今後開発予定のベータ版では、背景色を黒に固定する予定です。また、 
RGB 加算だけではなく、TrueColor や NaturalColor などの RGB 減算を行う機能を追加する予定です。 

図 1：Layer1 に B16 を選択し Opacity を 256 に設定し画像を表示 

https://jh170034-1.kudpc.kyoto-u.ac.jp/himawariapp/natural-color/


 
図 2：図 1 の設定にプラスし、Layer2 に B01 を Opacity 130 で選択し合成した画像を表示 

 

関連 Web サイト 
• ひまわりリアルタイムWeb 
• ひまわりリアルタイム Web 画像利用について 
 
関連組織 
• 情報通信研究機構 総合テストベッド研究開発推進センター株式会社クレアリンクテクノロジー 
• 千葉大学 環境リモートセンシング研究センター 
 情報学研究所 コンテンツ科学研究系 
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